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DV に曝された被害母子に，同時並行的にグループセッションを行う “A concurrent group for 



















る，7 回構成の集団療法プログラムである（NPO 法人 RRP 研究会 , 2014）。プログラムは，武蔵野大
学心理臨床センターで実施した。実施期間は，2014 年 9 月～ 10 月であった。最終回から 1 週間後にア
フターセッション，3か月後にフォローアップセッションを実施した。プログラムのファシリテーターは，
臨床心理士 1 名と臨床心理学を専攻する大学院生 2 名が担当した。
各グループは，発達年齢によって理解の仕方が異なるため，できるだけ近い年代（年齢差が2～3歳以下）












られた場合に同意書に保護者が署名を行った。参加児童の内訳は，全員小学生で，4 年女子 2 名，5 年女








社交状況の不安と回避の測定に，LSAS-CA を用いた。岡島・福原・秋田・坂野 (2008) は，児童青年
における社交不安障害（Social Anxiety Disorder：SAD）の評価尺度である Liebowitz Social Anxiety 
Scale for Children and Adolescent（LSAS-CA）の日本語版を作成し，その信頼性と妥当性を検討した。





0 ～ 3 の 4 件法で測定する。合計点が高い方が，不安・回避がそれぞれ高いことを意味する。
 
（２）TSCC
 Trauma Symptom Checklist for Children（子ども用トラウマ症状チェックリスト；以下TSCCとする；
西澤，2009）は，虐待などトラウマ性体験の子どもへの影響を評価する心理検査である。本研究では，
TSCC の素点を T 得点に換算した値を用いた。












(SC-D) と「性的苦痛」(SC-D) という 2 つの下位尺度から構成されており，SC 尺度に高得点を示す子
どもは，何らかの性的な外傷体験にさらされた可能性を示す。本研究においては，SC 尺度の項目を含
まない TSCC-A を用いた。
さらに，反応不足の尺度 (UND) と反応過多の尺度 (HYP) がある。UND は，標準化の際に「０」とい










本プログラムは 7 回で構成されるが，初回に参加した 5 家族が，欠席を含むものの最終回まで継続し
た。インテークセッション時は，LSAS-CA の不安の平均得点が 32.00 点，回避の平均得点が 24.66 点
であった。また，子ども用トラウマ症状チェックリスト（TSCC）については，不安が 53.67 点，抑う
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本研究は，平成 26 年度笹川研究助成（実践研究：26 － 801）の助成を得て実施された。
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